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F．ショパン：ノクターンに見る
ショパン作品の源泉
一2つのノクターン作品27に関する一考察一
松本由美子†
1．はじめに
ノクターンと言えば、ゆったりとしたテンポの甘美なメロディーを思い
浮かべるであろう。音域の広い左手の分散和音に支えられた右手の旋律
は、まるでオペラのアリアを想起させる。ノクターンは、歌と伴奏が同時
に一台のピアノによって演奏される独特な手法である。その手法は、当時
の人々の心をとらえ、ロマン派音楽の代表的な音楽の一つにあげられる。
そのノクターンの中でも誰もが一度は耳にしたことがあるであろうショパ
ン作曲作品9－2等は、特に有名である。ゆったりとしていて時に激しい
その曲調は、人々を癒し勇気づけ、現代における私達の生活の中でも大変
重要な位置をしめている。
今回は、ショパンのノクターン中期の作品より2曲のノクターン作品27
を取りあげる。この作品を研究することにより、作品の中に込められてい
る作曲者の想いを探る。ノクターンは、全ショパン作品の中において、極
めて重要であると考えられる。なぜなら、ショパンの様々な作品に接し演
奏すると、作品の随所にノクターン的要素を見いだすことができるからで
ある。最もロマン派的な音楽は、ノクターンであるといっても過言ではな
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いのである。
2．ノクターンについて
1）ノクターンのルーツ成立と歴史
ノクターン（夜想曲）とは、夕暮れ時の想い出でや夜の静かな有り様を
描いた、大変ロマンチックで自由な形式の音楽のことである。言葉は、イ
タリア語のNo血1mo（ノットルノ）、フランス語のNoctume（ノクチュ
ルヌ）や英語のNoctum（ノクターン）と国により様々に訳され現在用い
られている。ここではノクターンに統一する。
古来より人々は、夜というものに大変神秘性を感じていたようである。
ギリシャ神話の中でも夜は、眠り、夢、死や恐怖等を意味し、同時に昼を
生み出す母を表していた。中世の頃、ラテン語の「ノクチュルヌス」は、
「夜の」を意味したのが言葉の起源のようである。やがて、カトリックの
礼拝で行われるミサの中で、夜もしくは夜明けに行われる部分（朝課）を
意味するようになっていった。
18世紀になるとノクターンはセレナードに近い音楽形式として存在する
ようになり、室内楽やオーケストラの音楽として用いられ、モーツァルト
やハイドン等がノクターンの名による作品を書くようになった。しかし、
その多くは協奏曲風な色合いが濃く、後のロマン派のノクターンとは、直
接結びつきのないものである。一方、同時期に声楽曲による器楽の伴奏付
きの音楽が、単一楽章で多く作られるようになった。そのことは大変重要
な事で、時代を予告するような存在となり、後の19世紀ロマン派のノク
ターンに大きな影響を与えた。やがて声楽的な要素を盛り込んだ、ピアノ
による独奏用の曲が作曲されるようになっていった。また、シューベル
ト、メンデルスゾーン等の作曲家がノクターンの形式による室内楽やオー
ケストラの曲を作曲した。
ピアノ曲としてのノクターンは、アイルランド出身のピアニスト兼作
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曲家であるジョン・フィールドによって最初に作曲された。そのため、
楽壇では一般的にノクターンの創始者と言われている。ジョン・フィー
ルドは、その生涯に、18曲ものノクターンを作曲している。後に、その作
品に接したショパンは大変感銘を受け、ピアノ曲として21曲ものノクター
ンを作曲した。ショパンの作品が世に広まることによって、ピアノ曲とし
てのノクターンは非常に芸術性の高い作品として世界的に評価されるよう
になっていった。後にノクターンに興味を持って受け継いだ作曲家として
は、G．フォーレとF．プーランク等があげられる。
2）ノクターンの創始者JohnField（ジョン・フィールド）
」．フィールド（1782～1837）は、19世紀初期に活躍したアイルランド
出身のピアニスト兼作曲家である。ダブリンで音楽家の家系に生まれ、
ヴァイオリニストの父と教会のオルガニストであった祖父から音楽教育を
受けるという大変恵まれた音楽環境の中に育った。9歳か10歳の頃、ピア
ノの演奏会でデビューし、天才少年として名を馳せたという。
フィールドは、11歳の頃、家族と共に移り住んだロンドンで、ピアニ
スト兼作曲家であり同時にピアノの製作を行っていたM．クレメンティ
（1752～1832）に師事した。M．クレメンティは、ソナチネ、ソナタや練
習曲「グラドス・アド・パルナッスム」を作曲した人でもある。クレメン
ティのレガート奏法をとりいれた近代ピアノ奏法は、後の作曲家達に多大
な影響を与える事になった。フィールドがノクターンを作曲したのは、ク
レメンティのレガート奏法に影響を受けたと考えられる。フィールドはそ
の後目覚ましい成長を遂げ、1799年に大作である「ピアノ協奏曲第1番」
を完成した。
1802年に、フィールドはクレメンティと共にパリ、ヴィーン、サンク
ト・ペテルスブルグなどに演奏旅行に出かけた。はじめはクレメンティ社
製のピアノを販売するためのデモンストレーションの演奏者として随行し
ていたのであるが、クレメンティがサンクト・ペテルスブルグを去った後
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も当地に留まり、ロシアで活動することになった。フィールドは、その後
生涯の大半をロシアで過ごし、ロシアの音楽界において大変重要な役割を
果たす事になった。ピアニストであり教育者であったフィールドはここで
多くの作品を残し、ノクターンの大半とピアノ協奏曲の全7曲中6曲を作
曲し発表していった。フィールドのロシアでの影響は、やがてドイツやフ
ランス等のヨーロッパヘと伝わり、ショパン等のロマン派の音楽家達に多
大な影響を与えることになった。
1831年頃、母親に会うため、30年ぶりにロンドンに戻り、ロンドンとそ
の他の主要都市で演奏会を行った。母の死後、フィールドはパリヘと発
ち、1832年にパリ音楽院ホールで演奏会を行った。完成したばかりの「ピ
アノ協奏曲第7番」が演奏され、ショパン等のロマン派を代表する音楽家
が多数かけつけ、感銘を与えたと言われている。その後、ベルギー、スイ
ス、イタリアヘの演奏旅行の途中で病に倒れたが、回復後、作曲活動を再
開する。しかし、1837年に再び病に倒れ、波乱に満ちた生涯をとじること
になる。
J．フィールドのノクターンの特徴として、下記があげられる。
①浮情的な内容のメロディーからなる3部形式で構成されている。
②伴奏音型は、ごく一般的な構成音である和音の分散和音でできてい
る。
③メロディーは、装飾をほどこして書かれている。
3．19世紀ロマン派ピアノ音楽の特徴とショパンの音楽観
19世紀になると楽器（ハード）としてのピアノの発達とともに、ピアノ
を対象とした器楽曲が数多く作曲され世に輩出されたことは、目を見張る
ばかりである。社会経済的にはインフラである鉄道網が整備され産業化が
進む一方で、大衆社会の出現と貧困の拡大が指摘される時代において、音
楽・芸術は、極めて特異な成長を遂げる。教養を持ち始めた市民の志向に
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応えるために、ピアノ等の楽器が普及するとともに、演奏するために多く
の楽譜が出版され、さらに演奏会用のサロン、大ホール、教会、オペラ劇
場等が建設された。
当時、ピアノは演奏者が一人であることが、ロマン派が追求した個人的
な感情表現として大変好まれた。また、ピアノの構造が発達し、外観や機
能的にも現代のピアノとほぼ同様になってきた。
ロマン派のピアノ作品における最大の特色は、様々なキャラクター・
ピース（性格的小品）がこの時期に多く作曲されたことである。内容的
には、その多くは3部形式で書かれ、豊かな感情表現を盛り込み、あま
り形式にとらわれない自由な発想のもとに作曲されていた。それらは、即
興曲、ノクターン、バガテル等の名称がつけられている作品、または標題
的なタイトルを持つ作品で、牧歌、蝶々、間奏曲、無言歌等の単一曲や数
曲をまとめて一曲とした作品を意味した。標題的なタイトルをつけた作品
は、広く文学的な要素の濃いものや幻想的、想像上のものも含まれ、作品
を知る手がかりやヒントとなり、当時の人々に受け入れられていた。その
他に詩曲、自由曲、標題音楽、また、国民楽派の台頭があげられる。
このような時代にあって、ショパンは19世紀ロマン派音楽家の中では特
異な存在であると言える。なぜならば、マズルカ、ポロネーズのような民
族舞曲を作曲したが国民楽派に属さず、あくまでも形式にこだわらない即
興的な小品作曲家の系列に属するからである。加えて他の作曲家との本質
的な違いは、標題的なタイトルのある作品を生前に1つも発表しなかった
ことにある。子犬のワルツ作品64－1、別れの曲作品10－3、英雄ポロ
ネーズ作品53等はショパン自身が名付けたのではなく、出版社の意向によ
り出版社が付けたものである。出版社は、当時の流行に合わせたことが考
えられる。ショパンは、標題的なタイトルを付ける事を好まなかったとい
う点で、特異かつ重要な作曲家であったと言える。
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4．ショパンのノクターン
ショパンは、ノクターンをその生涯に21曲作曲した。ショパンの音楽の
特徴は、究極のレガート奏法とコントロールされたタッチである。ワル
シャワ・ショパン音楽院のショパン研究者であるヤン・エキエル教授によ
れば、ショパンがノクターンの創始者であるジョン・フィールドから影響
を受けたことは明らかであるが、実際にフィールドの初期の作品に接した
のは、子どもの頃、ワルシャワ時代と考えられる。比較的作品番号の若い
作品において、僅かであるがその作風の類似性がうかがえるからである。
ゆるやかにたっぷりと響かせた左手の伴奏音型、右手のピアニスティック
な装飾を施したメロディー、ハーモニー等、ショパンがフィールドから影
響を受けた事は事実である。しかし、ショパンが祖国を離れて後作曲した
作品にはフィールドの面影はなく、心の中で尊敬しながらもショパン独自
の書法を見いだし発展していったと考えられる。
ショパンのノクターンは画一的ではなく、あらゆる角度から様々な表情
をもつことがうかがえる。内容的にも形式にも深みと多様性があり、その
上表現においても感情の起伏が加味されており、ショパン独自のスタイル
を確立している。ショパンのノクターンの形式は、大体において3部形式
によって作曲されているが、曲によってはロンド形式のものや装飾をとも
なう変奏曲風な作品等様々である。ショパンはノクターンに、内面的な表
情付けをすることによって可能性を広げた。ショパンの作品を知るてがか
りとして、ノクターンは最も重要な作品である。
5．ノクターン作品27を作曲した1835年～1836年
（25歳～26歳）にかけてのショパン（概説）
ノクターン作品27が作曲された1835年および出版された1836年頃のショ
パンの動向を整理すると下記のようになる。
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35年から36年の間に、ショパンは、マリア・ヴォジンスキーとの出会い
と別れ、両親との最後の対面、リスト、ヒラー、メンデルスゾーン、シュー
マン等同時代のロマン派音楽家を代表する人々との共演や交流、女流作家
ジョルジュ・サンドとの出会いを経験している。これらのことは、ノク
ターン作品27を解釈し演奏する上で、大変重要な事柄と考えられる。
1835年2月ヒラーと2台のピアノのための二重奏をエラール奏楽堂で
行う。
3月 ポーランド難民のための慈善演奏会でヒラーと共演。
4月 イタリア劇場で音楽会を行う。（リスト、ヒラー、ショパ
ンのピアノ。リスト、ヒラーの二重奏。ショパンのコンチェ
ルトホ短調）
音楽院の演奏会で、アンダンテ・スピアナートと華麗なる
大ポロネーズ作品22を演奏。
7月 エンギェンの避暑地で休暇を過ごし、ド・キュスティヌ侯
爵の別荘に招かれる。
8月 カールスバートで両親と会う。これが両親との最後の対面
になる。
9月 ワルツ変イ長調作品34－1を作曲。パリヘの帰途ドレスデ
ンでヴォジンスキー家と会う。当時16歳のマリアにショパ
ンは心をうばわれる。
10月 ライプチッヒを訪れ、当時ゲヴァントハウスの指揮者に任
命されていたF．メンデルスゾーンと会う。また、シュー
マンとも初めて会う。
バラードト短調Op．23－1。ワルツ変イ長調（別れのワル
ツ）Op．69－1をマリア・ヴォ・ジンスキーに贈呈。ポロネー
ズ嬰ハ短調Op．26－1、ノクターン変二長調Op．27－2、
ファンタジー・アンプロンプチュ嬰ハ短調をデステ夫人に
贈呈。スケルツォ第1番ロ短調作品20を出版。
1836年8月ヴォジンスキー家をチェコのマリエンバートに訪れる。一
家がドレスデンに帰るのに同行。
9月 ライプツィッヒにシューマンを訪ねる。
12月 ジョルジュ・サンドとはじめて会う。
マズルカ作品30の4曲を翌年にかけて作曲。
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6．作品の解説と解釈
1）ノクターン作品27－1嬰ハ短調
【解説】
この曲は、ショパンのノクターンの中で最も暗く陰欝な雰囲気の曲であ
る。が、同時に最も壮大なスケールの曲でもある。同じ短調の曲である初
期の作品第1番の胸を打つメロディーをさらに越えた、ショパンの深い内
面性と傑出した天分の作曲技法が伺える。ノクターンの中期の作品中、最
も重要で内面的な深さを表現した最高傑作である。この作品には、もう
フィールドの面影はどこにも見当たらない。この曲は、完全にショパン独
自の語法で語りかけてくるように感じられる。
【演奏解釈】
この曲は3部形式で作曲されている。
◆第1部（1－28）
4分の4拍子、Lαrghettoの厳かな雰囲気で始まる左手の分散和音は、
ppで奏でられる。やがて2小節の前奏の後、sottovoceで右手ホ・嬰ホ・
嬰ホ・嬰ホ・嬰への半音階による旋律が奏される。この旋律がこの曲全体
に漂う独特の陰欝な雰囲気を醸し出している。肩や手首をやわらかくし
て、指先ではなく指の平らなやわらかい部分に腕の重みをうまくのせるよ
うにして、ゆるやかなクレシェンド、ディミヌエンドを感じて演奏する。
6－7小節、22－23小節では、平行調のホ長調に転調し、ごくわずかだが、
一筋の光がさしこむ気配を感じることができる。しかし、それもつかの間
再びもとの陰欝な中に戻ってしまう。7－8小節ホ・ホ・ホ・嬰ホ・嬰へ
の少し変化した半音階進行にも注意を払いたい。以後19－20小節、23－24
小節のメロディーは、左手の音進行、ハーモニーの変化や23小節目右手の
内声嬰トに意識を払って演奏すること。ショパンは同じ事を書いているの
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ではなく、僅かの変化、ヴァリエーション的要素を加えている。それは常
に曲への新鮮さと注意力を要するものである。第1部の11小節、15小節中
にみられる高い嬰ハと嬰トは、心の中の緊張の高まりと何かを求めるショ
パンの声を表現している様に感じられる。指先のよりデリケートなタッチ
が要求されるところである。よく響かせるように演奏する。13小節、17小
節にみられる4拍目ナチュラルの二は、長いアクセント記号が置かれてい
る。気持ちの高まりと意識を持って、ハーモニーの響きの変化に注意して
主和音嬰ハヘと導くように演奏する。前25小節を受けて26小節の嬰へ・
ホ・二・嬰ハ・嬰ロはエコーのように小さく響かせる。ここはショパン特
有の指使い、1の指を滑らせる技法である。軽やかに手首、腕を柔らかく
して、重みを移行させるようにする。第1部最後の27－28小節は、低音部
による進行が新たなる発展と深淵への予兆となるところである。
◆第2部（29－83）
ここからPiu’mosso4分の3拍子に変化する。低音部バスの付点2分
音符に支えられ、不気味にうごめく3連音符の上に、右手の和音による
付点音符のメロディーが奏でられる。厳かにpから開始され①（29－32
小節）出だしの和音嬰ト、嬰二、嬰へ、嬰トをよく響かせて小節の1拍目
に置かれているten．＞を意識して。外声オクターヴ嬰トの内声の嬰二、嬰
ハ、嬰ロ、嬰ハによって変化する緊迫したハーモニーを感じて演奏する。
②（33－36小節）出だしの和音嬰ハ、嬰ト、ロ、嬰ハ、をよく響かせる。
アクセントを効果的に演奏し、だんだんクレッシェンドしていく。右手オ
クターヴ嬰ハの内声嬰ト、嬰へ、嬰ホ、嬰へと左手バスの嬰ホ、嬰へ、嬰
ト、イは音域が狭くなることにより緊張感を高めている。③（37－40小
節）は、fになりさらに大きく発展していく。①より右手はオクターヴ上
で、複付点に注意する。左手は拍頭がオクターヴで奏され、より重厚な和
音と倍音の効果をねらっている。④（41－44小節）は、オクターヴ進行
と41、43小節の3連音符の中に、より緊迫して張りつめた空気が感じら
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れる。semprepiu’stretto、クレッシェンドをしながら緊張感を高めてい
くが、テンポ感は急激に変わらない。（45－48小節）は、appassionatoで
ffになり、右手和音を当てる様にはっきりと響かせ、左手はスタッカー
トで駆け上がるようにし、重厚なハーモニーを奏す。ホ長調になり、46
小節からはフレーズ感を豊かに演奏する。49小節から突如として変イ長
調に転調する。クレッシェンドしてfffになり、sostenuto，ritemtoを経て
53小節からは、agitatoで演奏する。左手の2音間による3連音符は、ト
レモロのようでもありまた、不安をあおる響きを醸し出している。sotto
voceから開始され、右手は拍頭のアクセントを効果的に効かせて徐々に
クレッシェンドして、付点音符と3拍目4分音符のオクターヴ上下する変
ホとへ音に注意を払い、喘ぎのような問いかけと応答が行われる。やがて
accelerandoして高まる緊張感は、3和音に至って最高潮となる。ritenuto
して65小節からは、conanimaで輝かしく生き生きとした民族的な響きが
繰り広げられる。マズルカ的なリズムと4小節毎に変化するフレーズを感
じて演奏する。スタッカートの8分音符4つは、クレッシェンドしながら
前に突き進むようにする。72小節は、音色の変化を感じとる。73小節は、
よりやわらかさを表現し弱音ペダルを使用する。（76－77小節）、（78－79
小節）の次第に高揚するモティーフを大事にし、（81－83小節）のfffで緊
張の高まりが頂点に達する。和声の内声部嬰ロ、嬰ハ、ホ、嬰二を浮き立
たせて張りつめた糸を引っ張る様にクレッシェンドしていく。フェルマー
タ以降の左手オクターヴの扱いに注意。conforzaで、メロディーを自由
に歌わせることが大切である。
◆第3部（84－101）
84小節以降TempoIからは、左手の前打音により低音の倍音を生かし
て、再び最初のテーマが開始される。再現部では、メロディーラインは似
ているが、リズムやアクセント、ハーモニー等の変化やニュアンスを感じ
取り、繊細な表現に集中する。（92－93小節）は、ソプラノの嬰へ、ホ、
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二、嬰ハ、嬰ロから内声へと受け渡されていく。94小節の血アクセント
の嬰ハは、曲の解決音であるが、またここからCodaが、嬰ハ長調で美し
く奏でられる。Codaの部分は、明るい希望に満ちている。絶望の中から
得た、悟りの境地にも思える表情がある。3度の重音による呼応、応答
は、夢見心地から安らぎを見いだすことができる。どんよりとした空が次
第に明るさをまし、鉛のような雲が晴れてくるようである。calandoで上
声部嬰ホ、嬰二、嬰ハ、嬰ロ、嬰イ、嬰トのクロマティック進行を意識し
て響かせる。96小節は、左手の親指嬰ハ、嬰ロ、嬰イ、嬰トを少し当てて
響かせる。（99－101小節）Adagioは、左手分散和音によるバスの嬰へ、
オクターヴ下の嬰へ、f2嬰ハを意識する。右手の3和音の変化を感じて、
101小節の嬰へ一嬰ホを意識する。ショパンの曲に多い女性終止の曲。最
後の2小節は、左手嬰ハ音のスタッカートにテヌートをかけてたっぷりと
響かせる。響きの中に右手の和音が醸し出すニュアンスは、晴れ渡る空の
中に見いだされる太陽のようである。
2）ノクターン第8番作品27－2変二長調
【解説】
ノクターン作品中最も美しい名曲である。旋律の美しさはもとより、装
飾されたモティーフが大変魅力的である。2つの主題を変奏、発展させロ
ンド形式風に書かれている。
作品27の2曲の共通するところは、2つある。1つは、左手分散和音に
よる前奏から開始されること。2つ目は、曲調がエンハーモニックになっ
ていることである。この2曲のノクターンは、通して演奏するよう関連づ
けられている。
【演奏解釈】
この曲はAB・CrA’一B’rA”一B”一Codaと展開する。
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◆A（1－9）
Lentosostenuto8分の6拍子。前奏の1小節目は、pで左手低音バスの
変二をハーモニーとして、よく響かせるようにする。2小節目から、右手
がdolceで第1テーマを甘くクリスタルな響きで語りかけてくる。3小節
目2拍から次第にクレッシェンドしていくが、指を平らにし、デリケート
なタッチで音の重なりによる音響効果を大事に1音1音丁寧に奏でるこ
と。4小節目変ロの長いアクセントは、表現上の力を意味するので、決し
てぶつけた粗野な音になってはいけない。ためらいながら下降して、イ音
を経過し変ロヘと導くようにする。6小節目16分休符を充分にとり、7
小節目へ音をたっぷりと弾く。ターンを経て、8小節は、f2前打音のオク
ターヴ変ト音の跳躍をして、美しく響かせて弾く。こぼれるような5つの
音型を経て、ゆるやかなクレッシェンドのスタッカートは、9小節の長め
のアクセントト音へといき、へ音へと導かれる。
◆B（10－19）
espressivoからは、第2テーマが現れる。平行調変ロ短調の重音3度、
6度によるメロディーが美しく奏でられる。10小節には、2つのディミヌ
エンドの表示がある。パデレフスキ版、ペータース版でも同様の表示があ
る。おそらくショパン自身によるもので、ここは一息につなげて演奏する
ところだが、細かく念入りに思いを込める様に歌うと良い。12小節から
は、前2小節の変奏のようである。重音の前打音は、バスの音と同時に演
奏するようショパンが記している。14小節から変ロ短調に転調し深くたっ
ぷりと演奏する。16小節からは、前2小節のさらに変奏した形で、拍頭の
5連音符が表情付けにインパクトを与えている。17小節からは、シンコ
ペーションのリズムと長めのアクセントを生かして、3度の重音から徐々
に音域が広がっていく。クレッシェンドしてオクターヴのconforzaまで
フレーズを生かしてたっぷりと奏する。ここまでのスタッカートは、ゆっ
くりめにはじめ、だんだんアッチェレランドして弾くと良い。前打音、
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トリル、装飾音符等は、リズムの細部にこだわらず、全体の大きなメロ
ディーの流れを意識して演奏すると良い。
◆C（19－25）
19－20小節は、前18－19小節のconforza、fと対照的にpで、音量の
差による変化をはっきりとつける。（20－21小節）のfディミヌエンドf2
は、32分音符のオクターヴは、ヒステリックにならずに感情を内面に秘め
て、腕の重さを移動させて弾く事。（21－22小節）は、（19－20小節）の時
よりもっとppで表情を豊かに演奏する。23小節2拍目の長めのアクセン
ト変ホ音をたっぷりと弾き、タイの変ホ、二、嬰ハをレガートで奏し、左
手のハーモニーの変化を感じながら嬰ハ音へと導いていく。24小節1拍目
の嬰ハと長めのアクセント変二は、エンハーモニックになっている。この
変二音によって、テーマが導かれてくるようにritenutoしながらフレーズ
感よく演奏する。（22－25小節）は、間奏的な部分である。
◆A’（26一’33）
26小節atempoからは、再び第1テーマが現れ、1回目より小さくpp
で奏でられる。28小節目は、1回目とは違うアーティキュレーションに注
意し、フレーズ感を豊かに演奏する。31小節は、前回7小節のターンとは
違い、半音階と付点音符の組み合わせになっている。32小節の3連音符
は、よく指を広げて2指を少し当てるようにして、軽く気持ちを上昇させ
るように弾く。33小節以降は、右手6度の和音を歌うようにする。2拍目
前打音は、拍頭バスの変二音と同時に演奏する。
◆B’（34－45）
34小節から第2テーマの変奏が、イ長調で現れる。調性感を意識して、
演奏する。36小節から、3度の重音による変奏。2拍目の前打音は、拍頭
バスのホ音と同時に演奏する。38小節は、嬰ハ短調の変奏。39小節の2拍
275
松本由美子
目3連音符、右手の高音嬰トの連打は、重音の下音がだんだん狭くなっ
て、より切迫した雰囲気を表している。（40－45小節）からは、この曲の
最も緊張感の高まりを表現する、クライマックスヘと入る。右手の前打
音、オクターヴ嬰トの跳躍による3回の血ディミヌエンドは、深い内的
な叫びと問いかけを表している。やがて、エンハーモニックの嬰へへと移
り、2回目のfクレッシェンドでそれはあきらめではない悟りに似た境地
へと達する。左手の分散和音は、緊張と共に腕に力が入ると音を外しやす
いので、この部分は特に心と身体のバランスが大変重要である。
◆A”（46－53）
再び第1テーマがffで表れ（46－49小節）、力強い生命力を感じさせる
ように演奏する。49小節変ハのfと長めのアクセントを充分に響かせる。
50小節オクターヴ上の変ハから、ppで余韻の中にとけ込むように奏でる。
（51－53小節）は、装飾音符をいかした華やかで、技巧的な見せ場でもあ
る。手首を少し高めの位置から入る。52小節の48連音符は、4つずつ玉を
転がすように指先を立てる。この小節を技巧的半分に分けると、前半は、
3の指を軸にして手首と指先の感覚を繊細にする。後半は、音階とアル
ペッジョ奏法の組み合わせでできている。技巧的にとらわれることなく、
大きなフレーズ感と1つ1つの音の間に生じる音色の変化やニュアンスを
感じて演奏する。
◆B”（54－62）
前小節、アウフタクトの8分音符変ロから、再び第2テーマの変奏が変
ホ短調で奏でられる。重音で奏でられる主題の扱いに注意して演奏する。
55小節、右手スタッカートの連打と内声が半音階上行により緊張感が高ま
るのに対し、57小節では、変トによるオクターヴの跳躍の後conforzaで
下降してappassionatoのメロディーへと気持ちをつないでいく。さらに
60小節では、アルペッジョによる劇的な上行、下行型がみられ62小節の
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f2へと導き、変二長調に解決している。ここには、作曲技法ももちろんだ
が、ショパンの確かな存在と息づかいが感じられる。
◆Coda（62－77）
前フレーズの解決音セの変二の後、subitopで左手の分散和音が奏でら
れる。安定したバスの変二に支えられ、右手による半音階進行が開始され
る。62小節からは、減5、増4のためいきに似た音型の2音間を、ポル
タメントで徐々にdim．しながら演奏する。ここでは急には弱くしないこ
と。65小節は、ソプラノの長めのアクセント変イの中に内声のスタッカー
トが軽やかに上昇して溶け込むように2声を感じて。（66－70小節）は、
（62－66小節）の装飾したフレーズである。やわらかな前打音により装飾
されて、さらに遠くから聞こえるようにする。左手1指による半音階進行
にも意識を払うが、あまり出しすぎないほうがいい。69小節では、スタッ
カートでdim．しながら下降し再び解決音へと導いている。70小節からは、
左手の安定した伴奏音型の上に、右手2声による掛け合いが繰り広げられ
る。主旋律を大事にし、徐々に消えるほど小さくしていく。（73－74小節）
は、和声的には変二で解決しているが、再び75小節で、6度の重音による
7連音符の上昇が2オクターヴ続き、天上の高みへと誘っているようであ
る。再び6度の重音が、祈りをささげるように終止形で曲を閉じている。
演奏した後に崇高な気持ちになるのは、やはりショパンならではの独特な
曲調である。
7．ショパンの2つのノクターン
本研究を通じて、ショパンのノクターンについて浮き彫りになってきた
ことを述べる。ショパンのノクターンは、独自の新しい試みや作風を取り
入れる事により、ロマン派のピアノ音楽界に新しい風を送り込み、独自に
開花させたものである。それは、ショパンのノクターンが創始者フィール
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ドのノクターンを越えた作品であること、フィールドの作風が、どちらか
と言えば前時代的で古典派からロマン派にかけての架け渡し的な作風であ
るのに対し、ショパンのノクターンは完全にロマン派の作品となっている
こと等に示される。
ショパンのノクターンの大きな特徴は、次の4点である。
①ハーモニーの新しさ。
②メロディーの装飾的な扱い。
③民族的な舞曲（マズルカ）等を作品の中に盛り込んでいる。
④半音階や、教会旋法をとりいれている。
これらは、ショパンが前時代の作曲家を尊敬し作風やアイディアを踏襲
しながらも、深く勉強し新しい発見を見いだす事ができた結果、なし得た
ことである。この事より、ノクターンが真のロマン派の音楽に発展したの
である。
ショパンは幼い時からとても感受性が強く、ピアノの音を聞くといつも
涙を流して想像の世界へと入っていったと伝記にはある。ショパンは、作
品に書かれている音それだけで、作品の持つ意味や内容、ニュアンスを言
葉に頼らずすべてが表現できると自ら思い信じていた。だからこそ、あえ
て標題的なタイトルを書き付ける事は、信念をもってしなかったと考えら
れる。
ノクターンは、ショパンの作品の中でも重要な位置を占める。演奏時間
は、だいたい5～6分である。その中に表現されているのは、人間の心の
奥底に潜む深刻な内面的なものであり、希望と憧れを聴く人にも演奏者に
も与えてくれるものである。そこに、ショパンの魅力があり、虜になって
しまう要因がある。
ポーランドの夜は、夏の頃と冬の頃とでは、日照時間に大きな差があ
る。夏の夏至祭の頃は、夜の10時頃まで外が明るく、数々の花が咲き作物
は豊富に実るこの時期に、大人達は思い思いに楽しみ、子ども達は戸外で
遊べる時を楽しんでいる。冬は、一変して早くから日が暮れてしまい、セ
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ントラル・ヒーティングで温かな室内で過ごす時が多くなる。特に、印象
深かったのは、秋から冬にかけて吹きすさぶ木枯らしである。シベリアか
らのこの強い風は、外にいると体が芯から冷えきってしまいそうである。
ショパンの作品の中の、嵐のような疾風怒濤の激しく怒り狂った部分で、
いつもこの木枯らしを想い起こすのである。ショパンもおそらくポーラン
ドで過ごしてきた20年余りの歳月の中で、「夜」の過ごし方に特別な思い
があったに違いない。だからこそ、ショパン作品のスケルツォやバラー
ド、ソナタ等様々な作品のゆったりとした場面には、必ずノクターン的な
部分が現れ、作品を立体的にして印象づけるものとなっているのである。
現代の私達を魅了してやまないショパンの楽曲は、19世紀のロマン派の
作品である。来年で生誕200年を迎え、また同年、第16回ショパン国際コ
ンクールが開催される。世界中からショパンの愛好家が集まり、5年に一
度世界一のショパン弾きを決めるこのコンクールは、大変権威があるコン
クールの中でも、報道等で知られている通り特に有名である。また、課題
曲がすべてショパンであることも、このコンクールの最大の特徴である。
近年、スーパースターがでないことが嘆かれているが、ワルシャワの人々
はショパンの音楽を愛し、このコンクールが開催されるのを大変楽しみに
している。そして、あたたかく迎えてくれる。今度のコンクールでは、ど
んなショパン弾きが輩出されるのか、今から楽しみである。今回取り上げ
たノクターンは、もちろんショパンコンクールの課題曲の中に入ってい
る。予選では必ずと言っていいほど多くの参加者が演奏している。しか
し、ショパンのノクターンを本当に上手く弾くのは容易なことではない。
研ぎすまされた感覚と良い耳、そして美しい音で歌うように演奏しなけれ
ばならない。ノクターンの良い演奏に出会うことは、ごくまれである。ノ
クターンを上手く演奏できれば、ショパンの他の作品を理解する上での重
要な鍵を得たことになる。今回の研究で、ノクターンにはショパンの全て
の作品に通じる何かがあると認識した次第である。
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